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１ 学校経営計画 

 

（1）学校教育目標 

 

 「皆と共に 心豊かに たくましく 生きる力を育てる」 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 目標具現化の柱 

 

【安全・安心】 

  ア 人を尊重する高い倫理観を持ち、児童生徒の「人権」を守る。  

  イ 危機管理を徹底し、行動力を磨き、安全に学習できる環境を作り、児童生徒の 

「命」を守る。 

  ウ 考えや意見の建設的な伝え合いや相談しやすい環境をつくり、働きがいのある職 

場づくりに努める。 

 

 【指導】 

  エ 個別最適な学びと協働的な学びを一体的に実現できる授業実践に取り組む。 

  オ 児童生徒の教育的ニーズに応じ、確かな成長・発達を支える専門性の向上を図る。  

 

 【連携】 

  カ 地域資源を活用した学習や交流及び共同学習の充実を図り、各活動の地域への発 

信を促進する。 

  キ 共生社会の実現を目指し、保護者、関係機関、地域との連携、協同体制の充実を 

図る。 

 

 

 

 

「皆と共に」  ⇒自他を認め、尊重し合い、積極的に 

社会参加を目指す児童生徒 

「心豊かに」  ⇒感動する心を持ち、自分らしく持て  目指す児童 

る力を精一杯発揮する児童生徒    生徒の姿 

「たくましく」 ⇒命を大切にたくましく生き、主体的 

に学ぶ児童生徒 

 

「生きる力を育てる」⇒児童生徒の可能性を最大限に伸長していく。 
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（3）本年度の取組 

 

【安全・安心】 

 

 取組目標 達成方法(取組手段) 成果目標 担当部署 

安  

全  

部 

ア 

キラリ＆ホット

の視点に基づい

た生徒指導の推

進 

 

・キラリ＆ホットの視点

の浸透を推進し、教職員

に求められる倫理観や人

権感覚を高めるための機

会を設ける。 

・縦割り活動や児童生徒

会活動を通して、児童生

徒が持ち味を生かして自

己表現したり、認め合え

たりする場面を設定す

る。 

・キラリ＆ホットの

視点を意識して人権

を尊重した言動を行

うことができた職員

100％ 

 

 

生徒指導課 

イ 

 

安全な医療的ケ

アを実施するた

めの環境づくり 

 

・医療的ケアに関する情

報を、社会情勢や他分掌

の取組等と関連させ、医

療的ケア研修や掲示等で

発信する。 

・医療的ケアに関心

をもったり、安全に

医療的ケアを実施し

たりすることができ

た職員100％ 

医療的ケア課 

安全で健康的な

学校生活をおく

るための環境づ

くり 

・キラリ＆ホットやヒヤ

リ＆ハットの情報をもと

に日常生活における健康

管理の視点を発信する。 

 

・提示された情報を

もとに日々の学校生

活に潜む危険に注意

を向けることができ

た職員90％以上 

保健課 

将来の豊かな生

活に向けた計画

的な食育の推進 

・食育の視点を反映させ

た年間指導計画の作成

と、実施の推進を促す。 

 

・年間を通して、児

童生徒の食への興味

関心を広げる取組を

行うことができた職

員90％以上 

給食課 

災害時、非常時

に お け る 判 断

力、行動力、連

携の向上につな

が る 訓 練 ・ 研

修・振り返りの

充実 

 

・防災・防犯に関する外

部機関とのつながりを維

持し、連携体制を確認し

たり助言を受けたりして

災害時、非常時の対応力

の向上を図る。 

・災害時や非常時を具体

的に想定した図上訓練や

実地訓練を行い、現状の

防災、防犯体制の改善点

を見出すとともに、防災

課員が主導し、学部の教

職員が災害時、非常時の

最善の判断や行動につい

て考える機会を設ける。 

・自らの立場や役割

の中で、あり得るリ

スクとリスク回避の

行動を考えることが

できた職員90％以上 

 

防災課 
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児童生徒の実態

に合った、安全

で生活しやすい

環境づくり 

 

・学習内容や児童生徒の

頑張りが分かる掲示を行

う。 

・職員間で情報共有でき

るよう、地域支援連携課

や図書表現課が担当する

作品掲示の情報を提供す

る。 

・異なる視点で安全点検

を行ったり、学部作業の

際に生活環境の見直しを

行ったりするよう促す。 

・児童生徒の実態に

合った、生活しやす

い教室環境を整える

ことができた職員

100％ 

 
総務課 

ウ 

自分の考えや意

見を安心して発

言できる環境づ

くり 

・職員同士の対話や語り

合い、価値の共有を主と

する会議や研修を適時実

施する。 

・業務の見直しや精選を

図り、授業や指導支援に

関する話し合いの時間を

確保する。 

・話し合いにおい

て、自身の考えや意

見を安心して伝えら

れていると実感でき

た職員100% 
主事会 

チーム学校 

 

【指導】 

  取組目標 達成方法(取組手段) 成果目標 担当部署 

指
導
部 

エ 

「他者の考えか

ら新たな視点や

気づきを得て、

自身の考えを広

げ深める」とい

う学びのある授

業実践、生活指

導 

・児童生徒の協働的に学

んでいる姿や、それを引

き出す指導、支援につい

て説明できるよう、学部

研修を運営する。 

・個別最適な学びと協働

的な学びを一体的に充実

させる校内の授業実践や

外部の実践例を紹介す

る。 

・個別最適な学びの

さらなる充実と、協

働的な学びを意識し

た授業づくり、生活

指導を行うことがで

きた職員90％以上 
研修課 

ICTをツールとし

て活用する授業

実践、生活指導 

・各グループの授業づく

りへの直接的介入等によ

る助言を行う。 

・目的に応じて ICTを効果

的に活用している校内の

授業実践や外部の実践例

を定期的に紹介する。 

・ICT をツールとし

て活用した授業実践

を行った職員100％ 

 

 

 

 

情報教育課 

 

他者と協働した

り自分の考えを

伝 え た り す る

等、保健体育の

見方・考え方で

・校内での充実した授業

実践の紹介や外部の実践

例の定期的な紹介 

・体育器具や ICT等、効果

的なツールの提案 

・保健体育の見方・

考え方で育成を目指

す資質・能力を育む

授業実践を行うこと

ができた、または授

 

 

体育課 
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育成を目指す資

質・能力を育む

授業実践 

業実践の価値を答え

ることができた職員

90％以上 

オ 

各教科等で育む

資質・能力の育

成を支える自立

活動の指導の実

施 

・学習会や巡回指導で学

んだ内容の、教科等での

生かし方を、学年やグル

ープに提案していく。 

・自立活動の視点で

の学びを教科等の授

業実践で生かすこと

ができた職員90％以

上 

自立活動課 

 

【連携】 

 

 取組目標 達成方法(取組手段) 成果目標 担当部署 

連
携
部 

カ 

地域資源を活用

した学習や、地

域の学校との関

わりの推進と学

びの効果の発信 

・「地域とつながる授業実

践シート」を活用し、地

域資源を紹介する。 

・作品づくりの参考とな

るよう、作品展での感想

を共有する。 

・地域に発信するこ

とを考えて、作品づ

くりをしたり、つな

がりを実感したりす

ることができた職員

90％以上 

地域支援連携課 
(図書表現課) 

キ 

保護者や関係機 

関、地域と連携 

し、課題解決を 

図る 

 

 

 

・特別支援学校のセンタ

ー的機能として、他校や

市町の関係機関と連携す

る。 

・学部コーディネーター

が連携し、各学部の課題

に対してケース会議や教

育相談を実施する。 

・保護者、関係機

関、地域との連携を

図ることができた

り、連携しているこ

とを知ったりするこ

とができた職員80％

以上 

地域支援連携課 
(学部コーデ

ィネーター) 

地域との連携等

を意識した個別

の教育支援計画

の作成計画の実

施 

 

・個別の教育支援計画に

ついて、研修や目標評価

確認日等を活用して理解

を深め、面談等を通じて

本人、保護者と共に内容

の充実を図る。 

・個別の教育支援計画の

円滑なデータベース化と

関係機関と共有するべき

情報の精選を図る。 

・連携することを意

識して個別の教育支

援計画を作成するこ

とができた職員80％

以上 
教務課 

現在や将来の豊

かな生活を目指

すための関係機

関との連携を図

る 

・研修の事前・事後アン

ケートを取り、計画・運

営し、研修後の支援・指

導に活かせるようにす

る。 

・教務課と連携し、「目

標・評価確認日」に各学

部で生活面が気になる児

童生徒やその家庭につい

・関係機関との連携

や関わりから、児童

生徒の現在や将来の

豊かな生活を目指

し、支援・指導する

ことができた職員90 

％以上 

進路指導課 
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て、校内の関係者で話合

い、必要に応じてケース

会議につなげる。 

・必要な情報を進路コー

ナーや進路便り、掲示

板、HP を活用して紹介す

る。 

社会とつながる

教育活動の充実 

・「おはなしの会」や読み

聞かせ、電子図書の活用

等、読書活動の推進を行

い、児童生徒の好きな本

を校内や地域に発信す

る。 

・作品展への出展、ホー

ムページ上での作品紹介

を行うとともに、校内外

の鑑賞教室の計画や紹介

を行い、地域の方から感

想をもらうなどの交流を

企画する。 

・図書館での図書紹介

や各種作品展をとおし

て社会と関わることが

できたといえる職員

90％以上 

図書表現課 

 

※ 成果目標のパーセンテージ（％）は、Ａ・Ｂ評価をあわせた数値 


